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研究成果の概要（和文）：　食の面から齲蝕と酸蝕症を包括的に予防できる保健指導を構築する必要性があると
考え，小児を対象に飲料および食品の摂取パターンが齲蝕および酸蝕症の発症と歯垢構成細菌の酸産生能に及ぼ
す影響を検討した。齲蝕罹患の増加および歯垢構成細菌の酸産生能を高める因子として，間食としてのショ糖摂
取頻度が抽出された。さらに，齲蝕と酸蝕症の発症リスクを高める食品項目も明らかとなった。本結果は，小児
期から齲蝕・酸蝕症を包括的に予防する食基盤型戦略を企図することに貢献できると考える。

研究成果の概要（英文）： Diet is a major modifiable contributing factor in the etiology of dental 
caries and erosive tooth wear that are prevalent. The dietary advices from oral health perspective 
need to involve prevention of both. The aim of this study was to investigate the impact of dietary 
intake patterns on plaque acidogenicity, and occurrence of dental caries and erosive tooth wear 
among Japanese children. The results suggest that frequency of between-meal sugar consumption might 
play a greater role for caries development and raising plaque acidogenicity in this population. 
Several kinds of food or drink items were found to be significantly associated with dental caries 
and/or erosive tooth wear. We conclude that treatment for, and prevention of, dental caries and 
erosive tooth wear should include more attention to such dietary contribution, and suppression of 
plaque acidogenicity.

研究分野： Pediatric Dentistry
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１．研究開始当初の背景 

わが国の小児における齲蝕の有病者率は

経年的に減少傾向を認める。その一方で，齲

蝕病因の一大因子である「食」の関連要因は，

むしろ経年的に多様性を増している。外食や

コンビニなどの食事産業の多様化と普及，母

親の就労割合の増加や核家族化による生活

様式やその価値観の変化，さらに家庭におけ

る食の教育力も低下している。齲蝕減少の要

因は「食生活の改善」によるものではなく，

フッ化物や歯科医院の定期受診の普及等に

よるものだと推察される。ここ数年は，個人

の食習慣が強く反映される酸蝕症が齲蝕・歯

周病に次ぐ「第三の歯科疾患」として注目さ

れている。欧米諸国での認知度は高いが，わ

が国における酸蝕症の認知度は比較的低く，

その実態把握は散見する程度である。齲蝕発

症のコントロールを目的として行う従来の

食事指導では，齲蝕原性細菌が酸産生の基質

とする「ショ糖」摂取制限が要点であった。

しかし酸蝕症の予防に関して不明な点が多

い。口腔疾病を包括的に予防する食基盤型予

防対策を構築する必要がある。 

 

２．研究の目的 

小児における齲蝕・酸蝕症の食品摂取パ

ターンの面から分析し，制御戦略を企図す

る。本研究では以下の点について検討する。 

①低年齢児の齲蝕誘発性食品の摂取パター

ンが齲蝕発症および歯垢構成細菌の酸産生

能に及ぼす影響, ②小児の酸蝕症に影響する

食品摂取の探索。 

 

３．研究の方法 

(1) 食品摂取パターンが齲蝕発症および歯垢

構成細菌酸産生能に及ぼす影響（3-day diet 

diary による分析） 

 

1～4歳児の保護者に対し，3-day diet diary

を用いて詳細な飲食調査を実施した。

inclusion criteriaは，医学的に健康であり過

去１か月間抗生剤の服用が無く, 保護者によ

る同意を得られた者とした。子どもの人口統

計的特徴に関する情報および口腔内診査結果, 

カリオスタット検査結果は初診時のものを使

用した。また，初診時に飲食内容調査表（3- 

day diet diary）をわたし，子どもの3日間分

の主食と間食を含む全ての飲食内容・時間に

ついて記録し，次の受診時に持参するよう保

護者に依頼した。 

齲蝕発症の有無および歯垢構成細菌の酸産

生能の高低（カリオスタット値）の間で，間

食としてのショ糖摂取回数, 全ての飲食物の

総合齲蝕誘発性スコア, 授乳回数, 各種飲料

の摂取パターン（食事中・食間）を比較した。 

 

(2) 小児における食品摂取パターンと酸蝕症

および齲蝕の関連性（FFQ による分析） 

 

3～6 歳の患児のうち，資料に不備の無い

194 名を対象者とした。患児に実施した口腔

内診査は，齲蝕診断基準の他に，Lussi の酸

蝕症評価法を簡便にした基準により 1歯ごと

に記録した。酸蝕症は咬耗，磨耗との鑑別が

困難であるため，tooth wear として扱った。

また保護者に対して，過去 1 か月間に子ども

が摂取した齲蝕誘発性食品の頻度を調査す

る Food Frequency Questionnaire (FFQ)1) 

および刷掃習慣（1 日あたりの歯磨き回数・

タイミング・誰が・仕上げ磨きのタイミング）

と酸性飲食物の摂取習慣（①酸性飲料を哺乳

瓶で摂取，②運動後の水分補給に酸性飲料を

摂取，③夏の間は熱中症予防のためにスポー

ツ飲料を頻繁に摂取，④酸性果実の習慣的摂

取）に関する質問調査を実施した。 

 

４．研究成果 

(1)食品摂取パターンが齲蝕発症および歯垢

構成細菌の酸産生能に及ぼす影響（3-day 

diet diary による分析） 



1) 齲蝕発症および歯垢構成細菌の酸産生

能に最も影響した食関連因子は「間食での

ショ糖摂取頻度」であった（図1, 2）。 

 

 

 

 

 

図1. 間食でのショ糖摂取回数と齲蝕発

症 

 

 

 

 

 

 

図2. 間食でのショ糖摂取回数と歯垢構

成細菌の酸産生能 

2) 摂取パターン（食事中・食間）によって

齲蝕発症および歯垢構成細菌の酸産生能に

有意差を認めた飲料は「清涼飲料水」であ

り，「食間」での摂取が有意に高値であった

（図3, 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 各種飲料の摂取パターンと齲蝕発症 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4. 各種飲料の摂取パターンと歯垢構成

細菌の酸産生能 

(2) 小児における食品摂取パターンと Tooth 

wear および齲蝕の関連性（FFQ による分析） 

1) 1 日あたりの歯磨き回数と齲蝕経験歯数，

あるいは tooth wear 歯数に有意な相関関

係は見られなかった。tooth wear の重症度

と関連性を示した歯磨きのタイミングは

「昼食後」であった。 

2) 酸性飲食物の摂取習慣のうち，齲蝕経験

歯数と有意な相関を示したのは「夏の間，

熱中症予防のためにスポーツ飲料を頻繁に

摂取」であった。tooth wear の重症度と有

意な相関を示したのは「酸性飲料を哺乳瓶

で摂取」であった。 

3) 齲蝕経験歯数と摂取頻度に有意な正の

相関を示した食品は，炭酸飲料，清涼飲料

水，チョコレート，キャラメル，ポテトチ

ップス，ポップコーン，ガム（砂糖入り），

ようかんであった。tooth wear 歯数と摂取

頻度に有意な正の相関関係を示した食品は，

炭酸飲料であった。炭酸飲料は，齲蝕と酸

蝕症の両者に寄与する高リスクの飲食品で

あることが示唆された。 

4) 咬耗，磨耗との鑑別困難ゆえに酸蝕症の評

価基準における再現性が Limitation である。

しかし，米国と日本における信頼性・妥当性

が示された FFQ を用いて齲蝕と酸蝕症に寄

与する飲食品を抽出したことは Strength だ



と思われる。 
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